
○松島海岸地区を含む日本三景松島は、令和元年には全国から２９８万人が訪れるなど日本を
代表する観光地。

○新型コロナウイルス感染症の流行により、観光客の入り込みは２年連続減少。
○松島海岸地区を通過する国道45号は主要幹線道路であるため、観光客等の普通車に加え、
経済活動を支えるトラックなど大型車両が頻繁に往来。

❶松島海岸地区の現状

松島町交通社会実験の概要について

❷松島海岸地区の課題

❸課題解決に向けた方針

（１）慢性的な交通渋滞の発生

◆１日に約16，5００台（うち大型車3，0００台）の車両が頻繁に往来するとともに、特にクランク
形状の箇所では、大型車が多いことから通行速度の低下が発生している。

◆沿道駐車場への駐車場待ち車両が多く、渋滞の一因となっている。
◆国道４５号と県道赤沼松島線の交差点（ＪＲ松島海岸駅付近）では、歩行者の横断等の影響により
県道からの左折車両が滞留し、県道で渋滞が発生している。

（２）大型車の交通量の多さ

◆大型車両の通行（混入率１８．９％）が多いことから、騒音・振動・排気ガスなど周辺環境への負荷
が懸念される。
◆大型車両が頻繁に往来するため、日本を代表する観光地として、風光明媚な景観にそぐわず、
イメージ悪化が懸念される。
◆国道４５号は「重要物流道路」に指定されているが、渋滞等の発生により定時性や速達性の確保
が懸念される。

（３）観光客の動線や安全性の確保

◆国道45号により、内陸部(瑞巌寺や円通院等)と海岸部(五大堂や遊覧船乗り場等)に分断されて
おり、観光客の円滑な回遊が困難である。

◆国道４５号を横断する観光客はじめ歩行者の安全で安心な歩行空間の確保が求められている。
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慢性的な交通渋滞の解消、大型車両の流入抑制
観光客等、歩行者の「安全」で「快適」に「通行・滞留できる空間」の確保

〈課題解決の方向性〉

「日本三景松島の更なる魅力向上に向けた、
安全で安心な賑わいのある道路空間の構築」

〈目指すべき姿〉

過去の社会の検証結果を踏まえ、観光地「松島」として相応しい
道路空間実験の活用を見据えた交通社会実験を実施。

将来の目指すべき取り組み方針 社会実験の実施内容

１ 国道４５号周辺の景観や
空間の質の向上

・通過交通の低減による、より景観を楽しめる環境の確保
・通過交通の低減による、騒音・振動等環境負荷の低減

（青字：Ｒ４実施 黒字：Ｒ５実施）

１．通過交通の低減
・交通誘導による通過交通の転換
・三陸道の有効活用の実施

２．円滑な交通誘導等と自動車総量の低減
・駐車場の空き情報の把握と周知
・空き駐車場への円滑な誘導
・周辺駐車場から観光中心部までシャトルバスを運行
・DX技術を活用した駐車場の空き情報の周知
・DX技術を活用した渋滞状況の可視化

３．規制した道路空間の有効活用
・休憩・イベントスペースや、車イス等が快適に
・通行できる、ゆとりのある歩行空間の確保
・安全な観光客等の導線確保
・地元商店街等によるイベント開催などの賑わいづくり

４．バリアフリー及びカーボンニュートラル
への推進

・全面通行止区間にベンチやテーブルなどの
・休憩施設を設置
・観光渋滞解消によるCo2削減
・２次交通手段のEV化

２ 観光客の安全・安心の確保
・安全な観光客等の動線を確保し、安心して周遊できる
環境を確保
・渋滞等を解消し、交通事故の発生を抑制

３ 観光客の利便性の向上
・観光客の渋滞損失の低減による、滞在・周遊時間の増加
・２次交通手段改善による、観光客の利便性の向上

４ 地域の賑わいの創出、公共空間の利活用
・道路空間の有効活用による、観光客の滞留を促進
・道路空間の有効活用による、賑わい空間の創出

５ バリアフリー空間の確保
・高齢者や体の不自由な方に配慮した移動・
・滞留空間の確保

６ カーボンニュートラルの推進
・良好な環境創出に向けたCO2の排出削減

実現に向けた取り組み方針を踏まえ、社会実験の実施内容を整理した。

❹社会実験実施内容の整理

〈実現に向けた取り組み方針〉
１国道45号周辺の景観や空間の向上
２観光客の安全・安心の確保
３観光客の利便性の向上
４地域の賑わいの創出、公共空間の利活用
５バリアフリー空間の確保
６カーボンニュートラルの推進



１.実施日

（１）国道４５号の通行規制の実施

・大型車両通行規制区間：７００ⅿ区間「松島海岸駅前交差点」 ～「松島公園第１駐車場交差点」のうち
全車両通行規制区間（歩行者天国）：２５０ⅿ区間、大型車両通行抑制区間：４５０ⅿ区間

（２）渋滞の解消及び２次交通の確保

・空き駐車場への誘導（町営駐車場等へ誘導）
・遠方駐車場から循環シャトルバスを運行
・グリーンスローモビリティの運行（令和５年のみ実施）
・ＡＩカメラ設置（令和５年のみ実施）
・渋滞緩和に向けたＡＩ、Ｉｏｔを活用した情報の提供
・デジタルマップを活用した駐車場の空き情報の提供
・仙台松島道路（三陸道）の料金割引（令和５年のみ実施）

（３）道路空間の有効活用

・歩行者天国をオープンカフェや休憩施設、イベントスペースとして活用
・地元商店会等によるイベントなどの賑わいづくり
・観光客や車イスなど、ゆとりある通行の確保

（１） 松島町交通社会実験に向けた、松島町交通社会実験協議会の設置

（２） 協議会の取組について

❺松島町交通社会実験の実施体制

２.実施概要

松島町交通社会実験の実施について
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・第１回：令和４年１０月２８日(金)～１０月３０日(日)の３日間 １０：００～１５：００
・第２回：令和５年１０月１４日(土)～１０月１５日(日)の２日間 １０：００～１５：００

道路管理者 仙台河川国道事務所、利府町

交通管理者 宮城県警察（交通規制課・塩釜警察署）

近隣市町 塩竈市、多賀城市、東松島市、七ヶ浜町、利府町

地元関係 行政区、松島消防署

道路利用者 宮城県トラック協会

観光関係者 松島観光協会、松島海岸中央商店会、松島旅館組合

交通事業者 ＪＲ東日本、タクシー関係者、バス関係者、

学識経験者 東北芸術工科大学 教授（都市交通計画、交通行動分析）

事務局 宮城県

迂回路の方針
・混雑度の低い「県道小牛田松島線」「県道赤沼松島線」「町道井戸尻放森線」
また「三陸道」等を中心に迂回させる。

・社会実験の実施に向けた課題の抽出や方向性、効果の検証、評価を行い、今後の交通施策等を検討する
ためこれまで１０回開催。

・賑わい及び連携した広域観光づくりに向けた「地域振興部会」をこれまで５回開催。

①混雑度の低い路線への誘導
国道４５号や県道仙台松島道路等の周辺道路における混雑度を確認。

③交差点の飽和度を確認
交差点の飽和度を確認し、迂回による通行車両の増加によって支障が生じる場合は
信号の現示の変更を検討。

②時間帯別交通量の把握
交通社会実験の実施時間帯おける上下線の交通量に顕著な差異がないか確認。

■迂回路設定の考え方

エリア テーマ 内容

➀道路空間 賑わい創出
空間

・道路装飾
・各種イベント

②中央広場 静寂空間 オープンカフェ

③グリーン広場 ・魅力発信
・交流空間

・観光ブース
・物販ブース

〇賑わいイベントについて
道路空間（通行規制区間）、中央広場に加え
第２回交通社会実験では、新にグリーン広場
を活用し、観光地「松島」の賑わいを創出。

規制区間図

迂回路図

❻松島町交通社会実験の実施概要

■迂回誘導の留意事項

・国道４５号及び県道仙台松島線を交差する愛宕交差点においては通常時も渋滞が
発生する交差点であり、円滑な誘導を行う上で重要な地点である。

愛宕交差点



○評価⑥：カーボンニュートラルの推進
＜取 組＞
・渋滞解消によるCo2削減
・2次交通手段のEV化

＜効 果＞
・通過交通の迂回誘導や、駐車場への誘導により、渋滞が解消し、Co2の排出が削減できた。
・観光２次交通に、グリーンスローモビリティ（電動車）の運行により、Co2の排出を削減できた。

松島町交通社会実験の結果について

❼社会実験の総括
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○評価①：国道４５号周辺の景観や空間の質の向上
＜取 組＞
・国道４５号の通行規制及び歩行者天国の実施
・交通誘導による通過交通の誘導
・三陸道の有効活用の実施（料金企画割引）

＜効 果＞
・通過車両が景色を遮ることが無くなり、より景観を楽しめる空間を
・確保する事ができた。
・通過車両による振動、騒音が無くなり、ストリートピアノや風鈴の音が
・聞こえる静かな空間を確保する事ができた。
・アンケート調査では、約９割の観光客が良い取組であると回答。
・三陸道の交通量は増加傾向にあり、国道４５号や県道仙台松島線等
の交通量は低減した。

○評価②：観光客の安全・安心の確保
＜取 組＞
・国道４５号の通行規制及び歩行者天国の実施
・交通誘導による通過交通の誘導
・三陸道の有効活用の実施（料金企画割引）

＜効 果＞
・歩行者天国化により、道路全域を自由に往来できる
・安全安心な観光動線を確保できた。
・迂回車両については、国道４５号の県警の信号操作
・及び通過交通の適切な誘導により大きな渋滞は発生しなかった。

○評価③：観光客の利便性の向上
＜取 組＞
・駐車場の空き情報の把握と周知、空き駐車場への円滑な誘導
・DX技術を活用した渋滞状況や駐車場の空き情報の可視化
・シャトルバス、グリーンスローモビリティの運行

＜効 果＞
・駐車場案内により、渋滞の主原因である駐車場待ち車両は発生せず、渋滞は発生しなかった。
・遠方駐車場からのシャトルバスの運行により、利便性が向上（土曜日 利用者402人 平均乗車率：約７割）
・松島海岸周辺を周遊するグリーンスローモビリティの運行により、利便性の向上及び周遊環境の向上に
・より滞在時間の向上に寄与した。（土曜日 利用者543人 平均乗車率：約9割。（南ルート）

○評価④：地域の賑わいの創出、公共空間の利活用
＜取 組＞
・道路空間を「歩行者天国」として活用し、オープンカフェ等、くつろぎ空間を確保
・「歩行者天国」を活用した賑わいイベントの開催
・道路と一体的に隣接地を活用し、地元商店会や近隣市町と連携し、賑わいイベントを開催

＜効 果＞
・観光客の滞在時間が増加した。（アンケート最頻値 R4：2時間 ➡ R5：3時間３０分）
・イベントの評価において「とても満足」が増加（アンケート結果 R4：49％ ➡ R5：54％）
・近隣市町との広域観光及び観光、物産ＰRの場としても、有効であった。

○評価⑤：バリアフリー空間の確保
＜取 組＞
・次世代型電動車椅子を配置
・遠方駐車場からシャトルバスを運行
・規制区間周辺を周遊するグリーンスローモビリティの運行
・歩行者天国区間及び中央広場等に椅子やテーブルを配置し、オープンカフェとして活用

＜効 果＞
・次世代車イスの試乗者より、活用しやすい等の肯定的な意見が多く、高齢者や体の不自由な方の
・移動手段とで有効であることが確認できた。
・休憩スペースの設置について、観光客の約９割が満足と回答しており、高齢者や体の不自由な方にも
・効果的な取組と評価できる。
・アンケート結果から、R4とR5を比較すると観光客の滞在時間が増加

（１） 社会実験の取組み及び効果

誘導状況

シャトルバス運行状況

グリスロ運行状況

歩行者天国 こども広場

２次交通運行ルート図

松島 ｋｉmoｎo ｆａｓｈｉoｎ-ｓｈoｗ くつろぎ空間の創出（道路空間） 近隣市町による物販

電動車椅子利用状況 くつろぎ空間の創出（中央広場）

混雑時旅行速度の分布（一般道） CO2排出量と走行速度の関係

＜Co2削減の目安＞
松島の繁忙期の渋滞により発生するＣＯ２は約６.１６(ｔ-CO2)と試算され、渋滞が発生
しなかった場合のＣＯ２は、約２.３５(ｔ-CO2)で約６２％削減されることが推測される。

出典：国土技術政策総合研究所資料（H22）出典：全国道路・街路交通情勢調査（H27）

通常時 実験時
（渋滞が解消）



■国道４５号の通行規制

・全面通行規制による「歩行者天国」

・通行抑制区間の設定

■通過交通の円滑な交通誘導

・迂回看板の設置、誘導員の配置

■駐車場への円滑な誘導

・駐車場案内看板の設置、

デジタルマップでの情報提供

■２次交通の確保

・シャトルバス、グリーンスローモビリティの運行、

電動車イスの配置

「日本三景松島の更なる魅力向上に向けた、

安全で安心な賑わいのある道路空間の構築」

〈目指すべき姿〉

慢性的な交通渋滞の解消、大型車両の流入抑制

観光客等、歩行者の「安全」で「快適」に「通行・滞留できる空間」の確保
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（２） 交通社会実験の関係者別評価 （３） 交通社会実験の総括

交通社会実験（R4.R5）の取組将来の
目指すべき姿

観光客 道路利用者 トラック協会 周辺住民 観光事業者

① 国道45号周辺の景観
や空間の質の向上

車両規制により、
環境負荷が低減
し、景色や飲食を
楽しむ環境の創
出ができた。

一部迂回路はそ
れほど混雑せず、
問題は発生しな
かった。

迂回路の所要時
間は変わらない
等の意見が多
かったが、道路整
備による走行性
の向上を求める
意見があった。

良い雰囲気で
あったが、迂回路
は混雑したと感じ
る方が多い。

約6割が大型車の
走行が気になり、
観光地のイメージ
ダウンになると感
じていたが改善し
た。

◎ 〇 ▲ 〇 ○

② 観光客の
安全・安心の確保

6割以上が安心し
て歩けるように
なったと感じてい
る。

JR高城踏切付近
で断続的に渋滞
が発生した。

一部渋滞は発生
したが、通過交通
に対する影響は
少なかった。

歩行者天国を楽
しむ方もいたが、
JR踏切の渋滞で
不便を感じる方
もいた。

約５割が松島町内
の道路が混雑し
ていると感じた。

◎ ▲ ▲ ▲ ▲

③ 観光客の
利便性の向上

周辺の渋滞や駐
車待ち渋滞は解
消し、シャトルバ
スやグリスロによ
り利便性が向上し
た。

― ― ―

シャトルバスの路
線を限定したこと
により、歩行者の
沿道施設への回
遊性が向上した。

◎ ― ― ― ○

④ 地域の賑わいの創出、
公共空間の利活用

賑わいイベントに
9割以上が満足と
回答。

― ― ―
イベントに参画す
るための費用面
で課題があると
の意見があった。

◎ － － － ▲

⑤ バリアフリー
空間の確保

広い歩行空間や
休憩スペース等に
より快適性の向
上を図ることがで
きた。

― ― ― ―

◎ － － － ―

⑥ カーボンニュートラル
への取組

駐車待ち車両の
渋滞解消により
Co2の排出削減
された。

通過所要時間の
低下や渋滞の発
生は抑えられ、
Co2の削減に繋
がった。

通過所要時間の
低下や渋滞の発
生は抑えられ、
Co2の削減に繋
がった。

― ―

◎ ◎ ◎ － －

※◎：好意見、〇：好意見（一部改善が必要）、▲：改善が必要、ー：対象外・意見なし

・良好な環境創出に向けた
・Co2削減

・観光客の滞留を促進
・賑わい空間の創出

・高齢者等に配慮した移動・滞留
・空間の確保

通過交通の低減による
・景観を楽しめる環境の確保
・騒音・振動等環境負荷の低減

・安心して周遊できる環境確保
・渋滞解消、事故発生の抑制

・渋滞損失の低減
・観光客の利便性向上

観 光 客 ：交通規制により、松島海岸地区の通過交通はなくなり、観光客が安心して周遊できる空間を確保した。
また2次交通の確保により、利便性が向上した。

道路利用者 ：迂回路を利用しても混雑は発生せず、通過所要時間は通常時と変わらなかった。

トラック協会：迂回路を利用しても混雑は発生せず、通過所要時間は通常時と変わらなかったが、道路整備による
走行性向上を求める意見があった。

周辺住民 ：良い雰囲気であったと思う方が多かったが、通常時より迂回路やJR踏切が混雑し不便を感じた方もいた。

観光事業者 ：大型車が少なくなり、シャトルバス運行等により観光地のイメージ向上に繋がったと感じたが、松島町内

道路の混雑やイベント参画費用に関して課題を感じる事業者もいた。

〇観光客の「満足度」「利便性」「安全性」向上に効果的であり、
「松島町交通社会実験」の取組が、松島の更なる魅力向上に有効であることを確認

〇一方で、迂回路の道路機能に課題があることから、県道仙台松島線の機能強化
に向けた取組を推進

迂回路の機能強化で対応

・R5の観光動線拡大の取組により、
「売り上げが減少」したとの回答は
Ｒ４：５１％ → Ｒ５：３５％に改善

「売り上げが向上」が
Ｒ４： ２％ → Ｒ５： ７％に増加



図5 ETC2.0旅行速度分析（下り方面）

図6 経路の変化（国道45号上り（休日））

図7 経路の変化（国道45号下り（休日））

石巻側から利府方面へ通行する車両は約半分が
仙台松島線を通行している。
実験前と比較すると、仙台松島線は+25%、小牛
田松島線は+7%増加した。

塩竈側から石巻方面へ通行する車両は約半分が
赤沼松島線と小牛田松島線を通行
実験前と比較すると、仙台松島線は+9%、小牛田
松島線は+39%増加した。

国道４５号は-3.7％減少、県道小牛田松島線は0.3％増加、仙台松島道路

は0.6％増加、三陸道は2.6％増加した。

※交通規制区間の断面交通量を100％とした場合の分担率

➑社会実験の結果（交通量調査結果等）

迂回路における
交通量の変化

・実験時は全ての迂回路で交通量は実験前よりも増加したが、通常時に
混雑している国道45号より迂回路の移動時間が短いという意見が多かった。

主要交差点における
渋滞の変化

・『石巻－塩竈間』、『石巻－利府間』の広域的な迂回について大きな渋滞
は発生しなかった（一時的には渋滞発生）

・一方、町道髙城桜渡戸線のJR高城踏切付近で断続的に渋滞が発生した。

国道45号の交通規制
による経路の変化

・国道45号上り方向の交通は大部分が仙台松島線へ転換し、国道45号下り
方向は井戸尻放森線から小牛田松島線を通過する経路へ転換した。

■主要地方道仙台松島線

実験前よりも実験中の方が交通量が9%増加(R5)し、渋滞長が100mを
超えた時間帯があったが、大きな渋滞は見られなかった。

図1 断面交通量・渋滞長の変化

※社会実験時間帯：10時～15時（5時間）の断面交通量で算出

■一般県道赤沼松島線

実験前よりも実験中の方が交通量が11%増加(R5)し、午後の一部時
間帯で渋滞が100mを超える時間帯もあった。

図2 断面交通量・渋滞長の変化

※社会実験時間帯：10時～15時（5時間）の断面交通量で算出

■一般県道小牛田松島線

実験前よりも実験中の方が交通量が43%増加(R5)し、午後の一部時
間帯で渋滞が100mを超える時間帯もあった。

図4 断面交通量・渋滞長の変化

※社会実験時間帯：10時～15時（5時間）の断面交通量で算出

■国道45号（愛宕交差点）

実験前よりも実験中の方が交通量が17%減少(R5)し、最大渋滞長は
実験前は930mであったが、実験中は650mと短くなった。

図3 断面交通量・渋滞長の変化

※社会実験時間帯：10時～15時（5時間）の断面交通量で算出

交通量分担（１０時～１５時）
実験日（土曜日）

国道４５号 小牛田松島線 仙台松島線 三陸道 計

R4 18.3% 18.2% 18.1% 45.3% 100.0%

R5 14.6% 18.7% 18.7% 48.0% 100.0%

差 -3.7% 0.5% 0.6% 2.6%

表1 路線別交通分担率 割引時間帯（10-15時）

高城交差点付近では、断続的に20km/h以下となって
いることから、渋滞が発生したと考えられる。また、
高城交差点の西側に踏切が隣接していることも渋滞
の要因となっている。

+25% +7%
▲26%

+9%
+39% ▲48%

5

（１） 交通状況について
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④周辺道路の混雑の改善方策【観光客】

観光客

・社会実験の取組に対して約９割が肯定的。車両通行止めによる景色の阻害が
なく、景色を楽しみながら周遊する観光環境の創出を行うことができた

・シャトルバスの運行により、遠方駐車場に駐車する車が増加し、松島海岸に
おける駐車場待ちの渋滞は発生しなかった。

・グリーンスローモビリティの運行本数を増やして欲しいという意見は25%。

道路利用者
・松島を通行する所要時間は変わらないと感じた人が多い。
・道路の混雑状況や駐車場の空き情報について、AI・Iotよる情報提供があれば

利用したいと半数以上が回答している。

トラック協会
・松島を通行する所要時間は変わらないと感じた人が多い。
・仙台松島線は急カーブや起伏などにより走行性が悪いと感じている割合が多い。

周辺住民

・松島地区の住民は、松島町内の他地区と比べて今回の社会実験を良い取り組み
だと感じている割合が高い

・賑わっていたのはメインストリートのみで、松島町民へのメリットがわかり
にくいという意見があった

観光事業者
・売上が上がったという意見は約１割であった。
・観光客誘致に向けコンテンツの創出は必要。地域と連携し、改善・継続が必要。

①社会実験の評価【観光客、周辺住民、観光事業者】

【主な観光客アンケート賛同意見】
・毎週土日に実施してほしい。
・景色や店、まちの音を楽しめた。

今回の社会実験が良い取組みであると評価しているのは、観光客が約9割、周辺住民が約5割、観光事業者が約4割

【主な松島住民アンケート賛同意見】
・松島海岸を素通りする車が減るのは良いと
思う。

・社会実験当日は静かで良かった。

【主な観光事業者アンケート賛同意見】
・観光客誘致に向け、コンテンツの創出は必
要。改善して継続してほしい。

・普段の松島から比べると静かで良い雰囲気
でした。

②迂回路の混雑状況【道路利用者、トラック協会】 ③周辺道路の混雑の改善方策【周辺住民】

〔迂回した道路の交通状況〕〔社会実験の改善方策〕

迂回路は県道仙台
松島線、県道赤沼
松島線が通常より
混雑した。

社会実験の改善方
策として、迂回路
の整備等を求める
意見が多い。

所要時間は変わら
ないという意見は
約４割(R5)。

利用経路について、
混雑していないと
いう回答が約４割
(R5)割。

53% 52%
24% 21% 23% 21%

40% 34%

24% 24% 26% 16%

7% 11%

25% 16% 19% 33%

3%

11%
7% 9%

23%
16% 31% 23% 7%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

R4 R5 R4 R5 R4 R5

観光客 周辺住民 観光事業者
非常に良い取り組みである。 良い取り組みである。
どちらとも言えない。 あまり良い取り組みではない。
良い取り組みではない。

N=161        N=140               N=55                 N=67                 N=57                 N=43

約9割

約5割

約4割

図 交通社会実験の評価

6

（２） アンケート結果について

トラック協会アンケート調査

道路利用者アンケート調査

トラック協会アンケート調査

道路利用者アンケート調査

【１）通常時の経路と比較して、
利用経路の混雑状況をお教えください】

【６）通常時の経路と比較して、
利用経路の所要時間をお教えください】

24%

47%

23%

5%

5%

50%

42%

3%

非常に混雑

やや混雑

混雑していない

わからない
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やや長くなった

長くなった
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17%
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42%
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10%
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やや長くなった
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33%

69%
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10%

17%

3%

28%

61%

15%

25%

10%

34%

13%

15%

22%

3%

0% 50% 100%

交通案内や広報周知方法などを
改善する。

迂回路の道路整備や交差点改良等を
促進する。

渋滞を緩和するため、自動車から
鉄道などへの公共交通利用を促進する。

松島海岸地区で賑わい創出のための
イベントを充実する。

携帯電話等によるデジタル情報配信の
活用を充実する。

駐車場から観光施設までの２次交通
（循環シャトルバスなど）を充実する。

観光施設間の移動のための
グリーンスローモビリティを充実する。

特に必要と思わない。

その他

わからない。

R4 R5
(R4)N=58
(R5)N=67

快適に通行ができる
ピーク時に混雑する箇

所がある

幅員が狭い箇所があ
り大型車とのすれ違い
時に危険を感じる

道路形状が悪く（急
カーブや起伏など）走

りにくい
その他

三陸縦貫道 54% 32% 4% 18% 4%

仙台松島線 7% 61% 57% 43% 0%

国道346号 0% 14% 29% 29% 21%

大和松島線 0% 14% 39% 21% 14%

小牛田松島線 0% 29% 21% 21% 18%

高城桜渡戸線 0% 14% 25% 29% 25%

赤沼松島線 0% 21% 29% 25% 21%

井戸尻放森線 0% 21% 18% 25% 21%
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80%

R4 トラック協会 国道45号以外の交通状況

国道45号と比べ、仙
台松島線は急カーブ
や起伏などにより走
行性が悪いと感じて
いる割合が多い。

100%

14%

0%

0%

0%

83%

33%

8%

25%

0%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

駐車場から松島海岸地区まで容易に移動することがで
き便利である。

空き駐車場を探す時間や駐車待ちの時間が短縮され
便利である。

循環シャトルバスの運行本数を増やしてほしい。

グリーンスローモビリティの運行本数を増やしてほしい。

循環シャトルバスやグリーンスローモビリティの運行情報等
を携帯電話等で確認できるようにしてほしい。

その他

R4 R5

広い駐車場に自動車を駐車して、松島海岸地区まで循環シャトルバスやグリーンスローモビリティを
運行する取組について、あなたが感じたことを教えてください。

(R4)N=7
(R5)N=12

循環シャトルバスがあったことにより、「駐車場
から松島海岸地区までの移動が容易になった」、
「空き駐車場を探す時間等が短縮され便利であっ
た」という意見が多かった。

観光客アンケート調査

グリーンスローモビリティの運行本数を増やして
欲しいという意見は25%であった。



⑤イベントへの参加意向【観光事業者】 ⑥ＡＩ・Ｉｏｔを活用した施策の認知状況
【観光客、道路利用者、トラック協会、周辺住民、観光事業者】

ＡＩ・Ｉｏｔを活用した施策の認知状況は、観光事業者は約半数であったが、
観光客・道路利用者・トラック協会・周辺住民は約３～４割であった。

図 ＡＩ・Ｉｏｔ施策の認知状況

ＡＩ・Ｉоｔを活用した施策を実際に利用した人は１割～３割程度であった。
観光客と道路利用者は利用してみたいと応えた人が約半数となった。

図 ＡＩ・Ｉｏｔ施策の利用状況

〔観光客〕

〔トラック協会〕

〔道路利用者〕

社会実験時の賑わいは約４割が賑わいがあると回答しており、「売り上
げが上がった」は約１割。

イベントの参加意向は、参加したい、条件により参加したいが約２割で
あり、条件として、盛り上がるイベントであること、事業者にもメリッ
トがあることが挙げられた。

図 社会実験時の賑わい

図 今後のイベントの参加意向

図 社会実験時の売上

⑦交通社会実験の認知状況

【観光客、道路利用者、トラック協会、周辺住民】

図 交通社会実験の認知状況

社会実験の認知状況は、周辺住民は100%、トラック協会は約7割
に認知されていたが、観光客は４割であった。
全体の６割以上が９月以前に認知していた。

図 情報収集の媒体

情報収集の媒体はテレビ・ラジオが多く、観光客はホームページ、
周辺住民は立て看板の割合が高い。
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知っていた 聞いたことはある 知らなかった
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（２） アンケート結果について
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